
下の絵は、製品の流通経路（サプライチェーン）を川の流れにたとえ、木の流通において、
川上にある山で木を伐り、川中の山裾で製材して、川下にあるまちで木材を販売する様子を
イメージしたものです。

川上：森林所有者や素材生産（丸太生産）、造林・保育を担う林業経営者などの原料供給者
川中：原木市場などの丸太の流通に関わる業者や、製材、単板・合板、チップ等の加工業者、

製品市場・木材問屋等の木材製品の流通・販売に関わる業者、製材品等にプレカット
加工を施すプレカット事業者などの製品製作者

川下：設計・建設会社・工務店・住宅メーカー、家具製造業者、バイオマス事業者などの
需要者および最終製品の提供者等

また、丸太から製品まで幅広い木材取引に関与する商社や、森林所有者でもある製材工場や
工務店・住宅メーカーなど、川上から川下にいたる複数の立場を生業としている方もいます。

木材関連産業は、木材の伐採、運搬、木材加工にとどまらず、住宅建築や家具など、裾野の
広い産業です。熊本県の川上～川中～川下の多様な人たちが連携を図っていくことで、熊本
県産木材が身近にたくさん広がっていきます。

「もっとしりたい」熊本県の木材流通とＪＡＳ製材品 株式会社ジメント 真道吉広 × くまもと県産材ＳＣＭ協同組合 白石俊之

自然素材の木を様々なかたちで安心・安全に利用するために、木にも
流通や規格があります。大型工場で大量生産されるＪＩＳ規格の鉄や
コンクリート製品とは異なり、熊本県には身近に山や製材所があるの
に、普段はあまり接する機会がありません。
このシンポジウムを通して、熊本県産木材がどのようにして私たちの
手元に届くのか「もっとしりたい」の好奇心で探ってみましょう。

１.木材流通の【川上～川中～川下】とは

３.県産木材のＪＡＳ製材品の生産（流通）を増やすうえでの課題
○生産が伸びない原因は「供給者VS需要者？」
○製材所のＤＮＡ
・木材製品の在庫の捉え方
・ＪＡＳ材供給の準備はできているが、、、
・どこで生産側のスイッチが入るのか
・ＪＡＳ規格と木材の取引き現場にあるズレ
・明確な需要（仕様書への記載）がカギ？
⇒発注者、設計側からの積極的な要求が最も効果的

・機械等級区分材普及のためのアイデアはないか？
⇒ヤング率毎の価格設定
⇒低いヤング率材は安く、高いヤング率材（高性能）
は高く、要求性能に合わせて適材適所に使う
⇒高付加価値材につながらないか？

2.くまもと県産材ＳＣＭ協同組合とは
くまもと県産材SCM協同組合は2022年8月、
25の事業者にて協同組合として発足しました。
前身の「くまもと県産材共同集出荷セン
ター」での20年余にわたる実績を引き継ぎ、
協同組合としての多様性や柔軟性を強みとし
ています。

■組合名簿（2023年10月現在）

○一般製材品の県外への共同出荷
○県内外での公共物件への共同納材

■主な実績

① 県内の非住宅物件への共同納材
② 施主や設計者への木材利用に関連する

ワンストップサービス
③ その他木材利用（販売）につながる

全てのこと

■これからの展開の方向

４.ＪＡＳ製材品と無等級製材品の
価格の違いについて

○ＪＡＳ製材品供給に要するコスト
・設備投資
・JAS認定工場としての維持費
・製品歩留まり（機械等級区分）の低下はコストアップ要因

○ＪＡＳ製材品は明確な付加価値を有するのか？
・仕様書に記載されると見積書に反映でき付加価値化？

○とあるエピソード

■川上～川中～川下のイメージ図：林野庁HPより

川上

川中

川下


